
【１　事業概要】

年度～( 年目)

【２　事業費および実績】

事業概要説明シート(4)

事務事業名 市民協働と交流のつどい開催費 担当課 市民協働推進課
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項　　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

根拠法令等 － 事業期間 平成 25

平成27年度
（予算）

事業費
万円 万円 万円

－ － 95.7 149.9 150.0

指
標

来場者数 － － 150 人 170 人 －

事業内容

■協働の担い手である市民団体・地域団体の活動を広く市民に知ってもらうこと、団体
のマッチングの場の創出を目的として下記のとおりイベントを開催。

［事業内容（平成26年度）］
　名　　称　協働フェスタ2015
　開催日時　平成27年２月28日（日）　10:00～16:00
　場　　所　金沢学生のまち市民交流館（片町　旧ラブロ裏）
　内　　容

　主 催 者　市民協働と交流のつどい実行委員会
　参 加 費　無料（ただし、交流タイム食事代及び体験コーナー参加料は有料）

(「市の評価」は裏面に記載)

①市民活動団体の活動発表

②交流タイム

③体験コーナーの設置

④ワークショップの開催

協働のまちづくりチャレンジ事業採択団体やその他団体の活動発
表。

・平成26年度協働のまちづくりチャレンジ事業採択団体…３団体

・その他市民活動団体 … 10団体

市民団体や学生が提供する、地域食材を使用した食事をとりなが
ら、参加者・来場者同士が情報交換を行う交流の場を創出。

参加者に市民団体の活動をより身近に感じてもらうため、市民活動
団体の活動体験コーナーを設置。

・Wood Piece アクセサリー作り　（もりラバー林業女子会＠石川）

・沈金体験　（寺子屋の会）

参加者が楽しみながら交流するとともに、協働について改めて考え
る機会とすることを目的にワークショップを開催。

・テーマ　「２０××年　金沢の”協働”未来予想図を描こう」
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【３　市の評価】

一次評価
（担当課評価）

今後の方向性 継続 見直し、廃止の理由 －

　本事業の目的は、各団体が活動内容を相互に共有し、連携していくことで、本市との
協働によるまちづくり活動をさらに発展、継続させていくことにある。自発的な団体の
連携が見込まれるようになるまでは、行政主導で事業を継続していく必要がある。

二次評価

今後の方向性 見直し 見直し、廃止の理由 内容見直し

（こんなふうに見直していきます）

　来場者が少ないことから、「新金沢市協働推進計画」を策定する中で、地域と市民活
動団体との交流促進策について検討し、より効果的な内容に見直す必要がある。

(参考)「新金沢市協働推進計画」について
現行の「金沢市協働推進計画」は、本市の協働推進条例に基づき、市民参加と協働を推進

するために平成19年３月に策定されました。
本来、この計画の期間は平成19年度から平成28年度までの10年間の予定でしたが、少子高

齢社会の進展や人口減少社会の到来など社会環境の著しい変化に伴い、一層多様化・高度化
する地域課題に的確に対応するために、期間満了１年前になる今年度、後継計画となる｢新金
沢市協働推進計画」を前倒しで策定することとし、現在、策定作業を進めています。


